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~第 2 回参左手会の開催

研究所は昨年11月25R帝問ホテルにおいて第2回参lJ-

会を開催したが，つぎの左おり'!l見の一致事fみた。（1）昭
和36年度予算案一一来年度予ST.~の作成にあたっては特

に研究スタッフ充実のための配慮がなされるべ会であ

る。（2）ヒツレの弛投一一研究所経常の長期的な見過しに立

ち，ー将来の発展に応じうる規模の建物を建設する必要が

ある。（3）資本金の増力n－研究所の則敢的基慌を強聞に
するため将来は資本金を増加し．その利子収入を通常経

到にあてるようにすることが盟主しいが，国即に対して

ー棋に巨額の資本金の支出を求めることは困難なので，

逐年資本企の支出をえてこれを帯flすべきで・ある。

φ研究所ピルの建設について

前記のように参与会の審議事項；こも上挺されたと科り

研究所は創立以来，毎年その組織および人民の膨扱をみ

ており，このためかねてから研究所批自のill物の建設が
要望されていた。そこで昭和36年度においてぜひともこ

の実現を図るべく；諸単価/iをすすめてきた。そのためには
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まず研究所ピJレ建設のための敷地を稲保すべく a 昨年半

々から関東財務局に悶有地の貸し科・けまたは払い下げを

袈盟してきたが，このほどようやく市ヶ谷本村町の国有

地を借り受けることにほぼ了解が得られる見通しがつい

たのでa去る11月9ヨ土地のitL付けFj'lfo'/11｝を提出した。
一方ll!物についても＂.：.'f.門家に設計全依ffiL，数度にわた
って所内でも検討した結操．建物の梢訟は鉄骨鉄筋コン

クリート泊り，地下1附・地上5階としだいに同まって

きた。ピル建設J1tは主として民聞から．帯付を仰ぐこ左に
なっており，このための寄付金を法人税法上の免税扱い

として指定を受けるよう近く大蔵省に申制し，事E企は2
月1日から開始される予定である。

や近刊案内

研究所枇近の出版物としては，研究シリーズ卸3:U! 
f日印刷業交抄史.£ （松井ii'Uまか〉，翻訳シリーズrフィ
リピyの経涜IJH発3カ年計i由i』〈有吉雌訳〉，調査研究報
告双性『中国経前発展の統計的研究調（石川滋ほか〉，『東

南アジア統計資料目録』などがある。
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